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開
館
20
周
年
・
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
・
能
越
自
動
車
道
七
尾
氷
見
道
路
開
通
記
念
特
別
展

「
長
谷
川
等
伯
展

～
日
本
障
壁
画
の
最
高
傑
作『
楓
図
』公
開
～
」

４
月
18
日
（
土
）
～
５
月
10
日
（
日
）

【
会
期
中
無
休
】

　

20
回
目
を
迎
え
る
「
長
谷
川
等
伯
展
」

　

平
成
７
年
４
月
に
開
館
し
た
当
館
は
、
お
か
げ
さ
ま
を

も
ち
ま
し
て
、
本
年
で
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
行
政
は
も
と
よ
り
、
美
術
関
係
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の

賜
物
と
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
館
し
て
20
年
、「
能
登
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
」
を
主

要
テ
ー
マ
に
位
置
付
け
て
い
る
当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
数

多
く
の
作
家
や
作
品
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

代
表
格
と
い
え
ば
、
や
は
り
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～

１
６
１
０
）で
し
ょ
う
。
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し
た
絵
師
・

等
伯
は
、
も
は
や

生
誕
地
の
七
尾
の

み
な
ら
ず
、
全
国

レ
ベ
ル
の
「
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
」
と

い
え
ま
す
。
従
っ

て
、
当
館
に
と
っ

て
も
重
要
テ
ー
マ

で
あ
り
、
開
館
翌

年
の
平
成
８
年
よ

り
「
長
谷
川
等
伯

展
」
を
開
催
、
こ

れ
ま
で
等
伯
や
そ

の
一
門
「
長
谷
川
派
」
絵
師
の
作
品
や
史
料
を
、
数
多
く

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
展
覧
会
も
、
い
よ
い
よ
今
回
で
「
20
回
目
」。
し

か
も
今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
、
そ
し
て
能
越

自
動
車
道
の
七
尾
氷
見
道
路
全
線
開
通
と
い
う
、
七
尾
市

に
と
っ
て
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
展
で
は
そ
の
記
念
と
し
て
、「
長
谷
川
等
伯

金
碧
画
の
代
表
作
」「
桃
山
黄
金
文
化
の
象
徴
」
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
る
至
高
の
名
作
、
京
都
・
智
積
院
が
所

蔵
す
る
国
宝
「
楓
図
壁
貼
付
」
を
特
別
展
示
。
さ
ら
に
、

等
伯
若
年
期
か
ら
晩
年
期
に
至
る
彩
色
画
や
水
墨
画
、
そ

し
て
「
長
谷
川
派
」
作
品
な
ど
を
加
え
、
重
要
文
化
財
５

件
を
含
む
あ
わ
せ
て
27
点
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

近
世
の
は
じ
ま
り
に
花
開
い
た
、「
桃
山
」
と
い
う
時

代
の
「
息
吹
」
を
現
在
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
く
れ

る
日
本
障
壁
画
屈
指
の
名
品
を
、こ
の
春
に
ぜ
ひ
生
誕
地
・

七
尾
で
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
展
示
は
次
の
３
部
構
成
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、各
テ
ー
マ
の
内
容
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
文
中
掲
載
の
作
品
は
本
展
出
品
作
）

テ
ー
マ
１
《
黎
明
―
絵
師
・
等
伯
誕
生
》

　

等
伯
は
当
初
、
能
登
国
の
大
名
・
能
登
畠
山
氏
に
仕
え

る
七
尾
の
武
士
・
奥
村
家
に
生
ま
れ
、
間
も
な
く
長
谷
川

家
の
養
子
と
な
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
長
谷
川
家
は
七
尾

城
下
で
染
物
屋
を
営
む
一
方
、
養
父
の
宗
清
（
１
５
０
７

～
７
１
）
や
養
祖
父
と
さ
れ
る
無
分
（
生
没
年
不
詳
）
は
、

優
れ
た
腕
を
持
つ
絵
仏
師
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

彼
ら
の
薫
陶
を
受
け
、
早
く
か
ら
絵
師
と
し
て
の
才
能

を
開
花
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
、20
歳
半
ば
頃
に
は
「
信
春
」

を
名
乗
る
一
人
前
の
絵
師
と
し
て
、
仏
画
や
肖
像
画
な
ど

を
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
仏
画
は
無
分
・
宗
清
の
様
式
を
忠
実
に
受
け

継
ぐ
も
の
で
す
。
そ
の
例
と
し
て
「
涅
槃
図
」
は
、
無
分

筆
の
七
尾
市
・
長
壽
寺
本
と
、
等
伯
筆
の
羽
咋
市
・
妙
成

寺
本
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
構
図
で
す
し
、
等
伯
最
初
期
、
20

歳
代
前
半
頃
の
作
品
と
い
わ
れ
る
「
日
乗
上
人
像
」（
羽

咋
市
・
妙
成
寺
蔵
）
は
、
宗
清
筆
の
「
日
蓮
聖
人
像
」（
輪

島
市
・
成
隆
寺
蔵
）
の
影
響
が
濃
厚
で
す
。

　

つ
ま
り
能
登
時
代
の
等
伯
は
、
い
わ
ば
「
絵
仏
師
・
長

谷
川
家
を
受
け
継
ぐ
者
」
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
等
伯
若
年
期
、
能
登
時
代
の
仏
画
を
中

心
に
、
宗
清
や
無
分
の
作
品
な
ど
も
加
え
て
、
絵
師
・
等

伯
の
あ
け
ぼ
の
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
２
《
可
憐
―
「
楓
図
」
と
花
鳥
画
》

　

若
年
期
は
絵
仏
師
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
等
伯
で
す

平
成
27
年
４
月
18
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

６
月
28
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

長谷川等伯　京都市・智積院蔵

「日乗上人像」長谷川信春 ( 等伯 )
羽咋市・妙成寺蔵

「十六羅漢図」
（出品 3 幅の内 1 幅）

長谷川信春 ( 等伯 )
七尾市・霊泉寺蔵

「十二天図」（風天）
長谷川信春 ( 等伯 )
羽咋市・正覚院蔵
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が
、
ど
う
や
ら
早

く
か
ら
花
鳥
画
な

ど
も
手
掛
け
て
い

た
よ
う
で
す
。「
海

棠
に
雀
図
」（
個

人
蔵
）
や
「
恵
比

須
大
黒
・
花
鳥
図
」

（
京
都
国
立
博
物

館
蔵
）
は
、
能
登

時
代
を
含
む
若
年

期
の
制
作
と
い
わ

れ
、
画
面
に
は
等

伯
得
意
の
細
密
描

写
が
駆
使
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
、
金
碧
画
な
ど
様
々
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
習
得

し
、
活
躍
の
場
を
さ
ら
に
拡
大
。
50
歳
代
に
「
等
伯
」
と

名
乗
っ
て
間
も
な
い
頃
の
制
作
と
い
わ
れ
る
「
四
季
花
鳥

図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
は
、
大
画
面
に
大
和
絵
風
の
柔
ら

か
な
描
写
で
、
四
季
の
草
花
を
叙
情
性
豊
か
に
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
楓
図
壁
貼
付
」（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）。
54

歳
頃
制
作
の
本
図
は
、
等
伯
率
い
る
「
長
谷
川
派
」
一
門

が
総
力
を
結
集
し

て
制
作
し
た
、
京

都
・
祥
雲
寺
の
障

壁
画
群
の
一
場
面

で
す
。
金
地
に
当

時
流
行
の
「
大
画

面
様
式
」
で
描
か

れ
た
楓
の
巨
木
は

迫
力
抜
群
で
す

が
、
周
り
に
散
り

ば
め
ら
れ
た
様
々

な
草
花
に
よ
っ

て
、
画
面
は
む
し

ろ
静
寂
に
満
ち
、

や
さ
し
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
ま
す
。
そ
の
辺
り
に「
狩
野
派
」

と
は
異
な
る
「
等
伯
花
鳥
画
」
の
真
骨
頂
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、「
楓
図
壁
貼
付
」
を
中
心
に
等
伯
の

花
鳥
画
と
、
斬
新
な
意
匠
が
印
象
的
な
「
長
谷
川
派
」
に

よ
る
金
碧
画
の
傑
作
「
桜
・
鉾
杉
図
襖
」（
京
都
市
・
妙

蓮
寺
蔵
）
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
３
《
幽
玄
―
水
墨
の
境
地
》

　

多
彩
な
作
品
を
描
い
た
等
伯
。
無
論
水
墨
画
で
も
、
そ

の
才
能
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。
等
伯
が
い
つ
頃
か

ら
水
墨
画
を
始
め
た
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

京
都
移
住
後
の
30
歳
代
後
半
頃
に
は
本
格
的
に
手
掛
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
40
歳
前
後
の
制
作
と
い
わ
れ
る
「
達
磨

図
」（
七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵
）
は
、
そ
の
強
靭
な
精
神
性

ま
で
写
し
取
っ
た
「
信
春
時
代
」
水
墨
画
の
傑
作
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
等
伯
の
場
合
、
後
年
ほ
ど
水
墨
画
が
増
加
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
水
墨
の
方
が
性
に
合
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。従
っ
て
、51
歳
制
作
の「
山
水
図
襖
」（
京
都
市
・

圓
徳
院
蔵
）
以
降
、「
等
伯
時
代
」
の
50
～
60
歳
代
に
多

く
の
作
品
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
特
徴
的

な
の
は
、
最
初
は
柔

ら
か
く
湿
潤
な
表
現

を
専
ら
と
し
、
60
歳

頃
を
境
に
激
し
い
筆

使
い
に
よ
る
硬
質
な

表
現
に
転
じ
て
い
く

と
こ
ろ
。
老
齢
と

な
っ
て
も
な
お
、
画

技
を
追
求
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、

「
信
春
時
代
」
よ
り

60
歳
頃
ま
で
の
水
墨

画
に
注
目
。
水
墨
画
学
習
期
と
さ
れ
る
30
歳
頃
制
作
の
作

品
か
ら
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
経
て
61
歳
に
「
等
伯
水
墨

画
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
」
と
い
わ
れ
る
「
山
水
図
襖
」（
京

都
市
・
隣
華
院
蔵
）
を
描
く
ま
で
の
主
な
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

重文「桜・鉾杉図襖」( 部分 )　長谷川派　京都市・妙蓮寺蔵

重文「山水図襖」( 部分 )　長谷川等伯　京都市・隣華院蔵

国宝「楓図壁貼付」

《
関
連
事
業
》

①
友
の
会
会
員
限
定
講
座
「
先
取
り
！ 

等
伯
展
」

日　

時
：
４
月
17
日
（
金
）　

午
後
４
時
～

定　

員
：
20
名
（
先
着
）

参
加
費
：
５
０
０
円
（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
）

※
４
月
４
日
（
土
）
午
前
９
時
よ
り
電
話
申
込
受
付
開
始
。

　

七
尾
美
術
館　

☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

☆
当
館
学
芸
員
の
案
内
で
、
一
足
先
に
等
伯
を
体
感
。

☆
最
初
に
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
て
歓
談
の
後
、
展
覧
会
を
鑑

賞
し
ま
す
。

②
記
念
講
演
会
（
聴
講
無
料
）

日　

時
：
４
月
29
日
（
水
・
祝
）　

午
後
２
時
～

会　

場
：
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

講　

師
：
脇
坂 

淳 

氏
（
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

演　

題
：
「
等
伯
の
障
屏
画
に
つ
い
て
」

☆
記
念
講
演
会
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、
等
伯
関
連
絵
ハ
ガ

キ
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

③
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
（
参
加
無
料
）

対　

象
：
小
中
学
生

日　

時
：
「
長
谷
川
等
伯
展
」
会
期
中
開
館
時
間
内
随
時

会　

場
：
当
館
展
示
室

☆
毎
年
恒
例
の
子
ど
も
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
、
等
伯
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。



◇
第
１
展
示
室

◇
第
２
展
示
室
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「
女
性
美
称
賛

　
　
　
　

～
浮
世
絵
か
ら
現
代
作
品
ま
で
～
」

「
ジ
ャ
ズ
の
世
界
を
め
ぐ
る

 

モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展
」

５
月
16
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

「
女
性
美
称
賛
～
浮
世
絵
か
ら
現
代
作
品
ま
で
～
」

　

古
来
よ
り
女
性
の
美
し
さ
は
、
人
々
を
魅
了
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
美
術
界
で
も
永
遠
の
テ
ー
マ
と
し

て
、
魅
力
あ
る
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
は
、
色
々
な
顔
の
表
情
、
ふ
く
よ
か
な
体
や
引
き
締

ま
っ
た
体
の
曲
線
、
優
美
な
着
物
を
纏
っ
た
姿
、
さ
ら
に

は
人
物
の
内
面
ま
で
写
し
取
っ
た
作
品
な
ど
様
々
で
す
。

本
展
で
は
当
館
所
蔵
品
か
ら
〝
女
性
美
〟
に
焦
点
を
あ
て
、

絵
画
を
中
心
に
約
20
点
を
紹
介
し
ま
す
。

「
納
涼
美
人
図
」
宮
川
長
春
（
１
６
８
２
～
１
７
５
２
）

（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

宮
川
長
春
は
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師

で
、
宮
川
派
の
祖
。

　

本
図
は
柳
の
下
で
縁
台
に
腰
掛
け
て
文

を
読
む
遊
女
と
、
団
扇
を
手
に
し
て
立
つ
禿

を
描
い
た
作
品
で
す
。
涼
む
遊
女
の
胸
元
は

大
き
く
は
だ
け
、
色
香
漂
う
作
品
で
す
。

「
農
婦
」
八
野
田
博
（
１
９
２
１
～
９
３
）

　

八
野
田
博
は
石
川
県
出

身
の
洋
画
家
で
、
特
に
女
性

美
を
追
求
し
ま
し
た
。
農

作
業
の
合
間
で
し
ょ
う
か
、

ワ
ラ
に
も
た
れ
て
ひ
と
休

み
す
る
女
性
。
働
く
女
性

も
魅
力
的
で
す
が
、
作
者

は
ふ
っ
と
力
の
抜
け
た
自

然
体
の
姿
を
選
び
、
優
し

い
眼
差
し
で
描
き
ま
し
た
。

「
風
渡
る
」
百
々
俊
雅
（
１
９
３
９
～　

）

　

百
々
俊
雅
は
大

阪
市
出
身
の
日
本

画
家
。
夏
の
日
曜

日
、
大
阪
中
之
島

公
園
付
近
の
ビ
ル

屋
上
か
ら
俯
瞰
し

て
描
い
た
作
品
で

す
。
川
沿
い
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
カ
ッ
プ
ル
た
ち
。
背
景
の

赤
は
、
夏
の
暑
さ
を
表
わ
し
て
い
ま
す
が
、
メ
イ
ン
の
女

性
は
涼
し
げ
な
花
柄
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
白
い
レ
ー
ス
の

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
羽
織
り
、
長
い
髪
は
風
に
な
び
い
て
、

暑
さ
の
中
に
も
清
々
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
セ
レ
ナ
ー
デ
（
Ⅱ
）」
中
村
静
勇
（
１
９
４
２
～
２
０
１
１
）

　

中
村
静
勇
は
七
尾
市
出
身
の
洋
画

家
。
静
け
さ
を
感
じ
る
海
岸
に
は
、
異

次
元
に
通
じ
る
よ
う
な
扉
が
現
れ
、
扉

を
開
け
て
新
た
な
世
界
へ
向
か
う
意
識

の
象
徴
の
よ
う
に
、
1
羽
の
蝶
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
う
ず
く
ま
る
裸
婦
の
肌

は
、
気
品
漂
う
ユ
リ
の
花
と
同
化
し
て

白
く
輝
き
、
荒
涼
と
し
た
背
景
に
一
際

光
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ズ
の
世
界
を
め
ぐ
る

　

モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展
」 

　

七
尾
市
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
モ
ン
ト

レ
ー
市
は
、
世
界

３
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
１

つ
で
あ
る
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）」
の
開
催
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

そ
の
モ
ン
ト
レ
ー
市
と
七
尾
市
和
倉
温
泉
観
光
協

会
が
、
ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
の
友
好
を
目
的
と
し
て
、

１
９
８
９
年
に
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

イ
ン 

能
登
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
以
後
も

ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
の
交
流
を
盛
ん
に
行
い
、
そ
の
一
環
と

し
て
１
９
９
６
年
に
七
尾
市
・
和
倉
温
泉
観
光
協
会
・
和

倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
に
対
し
Ｍ
Ｊ
Ｆ
ポ
ス
タ
ー
50
枚
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
１
９
６
３
年
か
ら
95
年
ま
で
の
間

に
ア
メ
リ
カ
の
作
家E

A
R

L N
E

W
M

A
N

氏
が
、
著
名

な
ジ
ャ
ズ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
す
る
姿
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法
で
制
作
し

た
も
の
で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
の
本
場
な
ら
で
は
の
、
躍
動
的
で
リ
ズ
ム
感
あ

ふ
れ
る
表
現
で
描
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
数
々
を
展
示
・
紹

介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。 「1963 年　Joe Gordon」
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「
第
71
回
現
代
美
術
展　

七
尾
展
」

６
月
５
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

　

終
戦
後
の
石
川
県
で
は
地
元
の
作
家
が
中
心
と
な
り
、

昭
和
20
年
10
月
11
日
に
石
川
県
美
術
文
化
協
会
を
設
立
、

翌
12
日
に
開
館
し
た
石
川
県
美
術
館
を
会
場
に
「
第
１
回

現
代
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
現
代
美
術
展
」
は
、
主
に
県
内
の
作
家
や
美
術
愛
好

家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展
で
、
今
回
で
71
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

当
初
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
４
部
門
で
ス

タ
ー
ト
し
た
「
現
代
美
術
展
」
で
す
が
、
昭
和
30
年
代
に

入
っ
て
か
ら
書
、
写
真
と
２
部
門
が
相
次
い
で
加
わ
り
ま

し
た
。
現
在
は
６
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模

は
公
募
展
と
し
て
県
下
最
大
を
誇
り
、
所
属
会
派
を
超
え

て
作
品
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
川
県
に
お
け
る
美

術
の
現
在
を
知
る
、
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
や
規
模
だ
け
で
な
く
、
昨
年
は
県
内
在
住
及

び
出
身
で
あ
る
、
人
間
国
宝
９
名
・
日
本
芸
術
院
会
員
４

名
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
内
容
の
充

実
度
が
測
れ
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
28
日
（
土
）
か
ら
４
月
14
日
（
火
）
ま
で
、

石
川
県
立
美
術
館
（
日
本
画
・
彫
刻
・
書
）
と
金
沢
21
世

紀
美
術
館
（
洋
画
・
工
芸
・
写
真
）
の
２
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と
一
般
公
募
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、委
嘱
出
品
の
部
で
は
、出
品
委
嘱
作
家
（
石

川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
入
選
率
５
割
と
い
う
厳
し
い

審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示

の
総
点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

金
沢
展
の
後
、
県
内
の
４
会
場
を
巡
回
し
ま
す
が
、
巡

回
展
は
開
催
地
ご
と
に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し

た
地
域
色
豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

当
館
で
は
平
成
７
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
６
月
に
「
現

代
美
術
展　

七
尾
展
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
21
回

目
を
数
え
ま
す
。「
第
71
回
現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
の

中
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
の
作
品
、
能
登
地

区
在
住
お
よ
び
出
身
委
嘱
作
家
作
品
、
委
嘱
賞
・
最
高
賞
・

次
賞
受
賞
作
品
（
能
登
地
区
各
市
長
賞
と
能
登
地
区
ゆ
か

り
の
作
家
の
み
）、
能
登
地
区
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
し
、

２
５
０
点
弱
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

会
期
中
、第
３
展
示
室
の
１
室
で
は「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は
「
現
代
美
術
展
」
と
共

通
料
金
で
す
。

※
こ
こ
で
の
能
登
地
区
と
は
宝
達
志
水
町
以
北
を
さ
し
ま
す
。

◇
観
覧
料 

　

エ
ン
ヤ
で
か
山
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

 

５
月
４
日
（
月
・
祝
）
開
演　

午
後
１
時
30
分

　

楽
し
い
〝
で
か
山
〟
の
合
間
、
七
尾
と
の
交
流
を
希
望
す
る

県
外
か
ら
の
人
た
ち
と
共
に
、
ふ
る
さ
と
の
ヒ
ー
ロ
ー
長
谷
川

等
伯
を
讃
え
ま
せ
ん
か
？
語
り
芝
居
、
創
作
民
謡
、
合
唱
、
バ

ン
ド
演
奏
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主　

催　

七
尾
エ
ン
ヤ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
街
巡
り
実
行
委
員
会

連
絡
先　

事
務
局　

春
木 

憲
☎
０
９
０
―

１
３
９
６
―

８
１
１
９

中
能
登
奏
友
会
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

 in 

２
０
１
５ 

春 

 

５
月
17
日
（
日
）　 

開
演　
　

午
前
９
時
00
分

　

低
音
金
音
管
楽
器
の
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
テ
ュ
ー
バ
に
よ
る

演
奏
会
で
す
。
春
の
日
差
し
の
よ
う
な
暖
か
い
サ
ウ
ン
ド
を
お

届
け
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ピ
ア

ノ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
方
々
の
ゲ
ス
ト
出
演
も

あ
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

主　

催　

中
能
登
奏
友
会

連
絡
先　

荒
川
裕
介　

☎
０
９
０
―

３
７
６
８
―

５
６
０
８

　

第
33
回
青
柏
民
謡
発
表
会
〝
温
習
会
〟 

 

６
月
21
日
（
日
）　

開
演　
　

午
後
12
時
00
分

　

芸
能
文
化
で
あ
る
民
謡
の
伝
承
・
発
掘
し
、
地
域
文
化
向
上

を
目
的
と
し
て
、
会
員
の
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

唄
と
踊
り
盛
り
沢
山
で
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い
合
せ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

青
柏
民
謡
会

連
絡
先　

中
西
清
一　

☎
０
７
６
７
（
62
）
３
１
７
８

第
１
８
８
回
例
会　

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る

　
　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
探
索
コ
ン
サ
ー
ト
」

 

６
月
28
日
（
日
）　

開
演　
　

午
後
７
時
00
分

　

笑
い
な
が
ら
聴
け
る
？
？
気
取
ら
な
い
ス
タ
イ
ル
♪
か
ら
だ

中
で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
音
楽
が
苦
手
！
と
い
う
子
ど
も

も
大
人
も
音
楽
が
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
う
感
動
と
笑
い
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
♪

主　

催　

七
尾
子
ど
も
劇
場

連
絡
先　

打
越　
　
　

☎
０
９
０
―

２
８
３
１
―

９
２
５
９

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

会
員
限
定

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
貸
館
催
し
物
案
内

昨年の展示室の様子
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2015　４月 ４月１日（水） ◆「美術館だより81号（春号）」発行

４月17日（金） ◆「長谷川等伯展」開会式　無料ご招待
　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。

◆友の会会員限定講座「先取り！等伯展」
開会式終了後に、茶話会と展示室での作品鑑賞会を行います。
参加申し込み方法  ４月４日（土）より電話にて受付開始。

※詳細は本だよりP.3をご覧ください。

７月 ７月１日（水） ◆「美術館だより82号（夏号）」発行

７月16日（木） ◆「第16回友の会鑑賞の旅」開催
　※詳細は同ページ下方をご覧ください。

８月 ８月９日（日） ◆「池田コレクション鑑賞会～やきものの魅力を知る～」　
講師に、元石川県立美術館学芸課長 南俊英氏をお招きし、
池田コレクションのやきものの魅力を学びます。

10月 10月１日（木） ◆「美術館だより83号（秋号）」発行

◆「開館20周年記念オリジナルグッズ」プレゼント　
手に入れるチャンスは今回のみ!!会員限定の等伯グッズです。

11月 11月６日（土） ◆「2015イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式　無料ご招待
　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。

2016 １月 １月１日（金） ◆「美術館だより84号（冬号）」発行

  平成27年度 友の会 行事カレンダー

伊藤若冲筆「象と鯨図屏風」≪紙本墨画　六曲一双　江戸時代　寛政9年（1797）　各縦159.4×横354.0≫　MIHO MUSEUM蔵

第16回石川県七尾美術館友の会「鑑賞の旅」のご案内

MIHOミュージアムと彦根城を訪ねて
　江戸時代に活躍した天才絵師、伊藤若冲と与謝蕪村が生誕300年を迎えます。それを記念し今夏、MIHOミュージア
ムで展覧会「生誕三百年 同い年の天才絵師 若冲と蕪村」が開催されます。美しい緑に囲まれた信楽の山中にある美術
館は、日本美術だけでなく古代世界の遺宝も数多く所蔵しています。ぜひこの機会にご一緒しませんか。
　また、彦根城は、井伊直政の子直継・直孝が慶長９年（1604）築城に着手し、約20年の歳月を経て完成しました。
天秤櫓や太鼓門櫓など多くの重要文化財が現存し、国宝の天守閣から望む琵琶湖の景色は時代を経ても素晴らしいもの
です。彦根は江戸時代を通じ徳川幕府の重責を担う城下町として栄え、当時の面影を残す古い町並みは今も賑わいがあ
ります。皆様からのお申し込みをお待ちしております。

◆　日　程　７月16日（木）【貸切バス利用】６：00出発 　22：00頃帰着予定
◆　見学地　MIHOミュージアム◦彦根城（滋賀県）
◆　参加費　１４，０００円（税込み）
◆　定　員　先着25名（対象は原則として成人）
◆　募　集　４月４日(土)から
　　※参加費をご持参のうえ、当館受付までお越しください。　※定員になり次第締め切らせていただきます。

参加者大募集 !

※バス代・観覧料・昼食代・旅行傷害保険料込。
※友の会会員以外の方は左記参加費に1,000円
　加算となります。
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図
」
を
中
心
と
す
る
27
点
の
名
作
を
公
開
展
示
し
ま

す
。
本
年
の
長
谷
川
等
伯
展
は
、
等
伯
を
指
導
育
成

し
た
養
祖
父
、
養
父
の
作
品
や
、
等
伯
の
能
登
在
住

時
代
か
ら
京
都
へ
出
て
大
成
し
、
晩
年
に
至
る
ま
で

の
各
時
代
を
代
表
す
る
作
品
な
ど
で
構
成
し
た
極
め

て
豪
華
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
ご
存
知
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
「
楓

図
」
は
、
七
尾
市
役
所
正
面
玄
関
入
っ
て
す
ぐ
の
吹

抜
け
部
分
の
壁
面
に
、
陶
板
復
元
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
実
物
が
今
回
や
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
七
尾
線

に
、
こ
の
「
楓
図
」
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
電
車
が

走
っ
て
お
り
、
目
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

実
は
こ
の
国
宝
「
楓
図
」
は
、
開
館
５
周
年
の
平

成
11
年
に
１
度
当
館
で
展
示
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は

２
度
目
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
残
念
な
が
ら
七
尾
の

地
域
に
お
い
て
も
、
今
日
程
等
伯
に
関
心
を
持
つ
方

が
多
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
時
の
入
館

者
数
を
見
て
み
る
と
30
日
間
で
１
２
，５
０
０
人
と
、

正
直
い
っ
て
私
共
は
少
々
落
胆
し
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
最
高
の
名
作
を
も
う
１
度
見
直
し
、
作
品
の
前

に
立
っ
て
大
い
に
感
動
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

開
館
二
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

石
川
県
七
尾
美
術
館
長
　
嶋
崎
　
　
丞
　

　

当
館
が
平
成
７
年
に
開
館
し
て
か
ら
、
本
年
で
開

館
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
20
年
の

月
日
は
長
い
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
20
年
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
の
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
の
時
代
に
入
っ

て
、
日
本
各
地
に
美
術
館
の
建
設
が
は
じ
ま
る
と
、

能
登
地
区
の
中
核
都
市
七
尾
市
に
も
美
術
館
が
欲
し

い
と
い
う
運
動
が
興
り
ま
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く

美
術
館
で
あ
る
以
上
、
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持

つ
こ
と
が
必
須
条
件
で
す
が
、
幸
い
に
も
七
尾
市
出

身
の
経
済
人
で
美
術
品
の
蒐
集
家
で
あ
っ
た
池
田
文

夫
氏
の
ご
遺
族
か
ら
、
美
術
館
が
建
設
さ
れ
る
な
ら

役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
が
美
術
館
建
設
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

　

美
術
館
施
設
は
全
面
的
な
石
川
県
の
助
成
に
よ
り

建
設
さ
れ
て
、
市
民
、
県
民
の
皆
様
方
の
ご
援
助
ご

協
力
に
よ
り
、
今
日
の
姿
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
展
示
活
動
の
中
心
に
据
え
て
参
り
ま
し
た

長
谷
川
等
伯
展
は
、
学
芸
員
の
皆
さ
ん
方
の
大
変
な

努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
お
よ
そ

七
尾
で
公
開
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ

て
い
た
作
品
を
含
め
て
、
等
伯
作
品

の
お
よ
そ
80
パ
ー
セ
ン
ト
は
展
示
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。未
公
開
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

今
後
公
開
す
べ
く
大
い
に
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
当
館
が
開
館
し
て
20
周

年
、
等
伯
展
を
開
催
し
て
20
回
目
の

節
目
の
年
に
当
た
り
、
ま
た
北
陸
新

幹
線
金
沢
開
業
、
能
越
自
動
車
道
七

尾
氷
見
道
路
開
通
等
そ
れ
ら
を
記
念

し
て
、
等
伯
の
最
高
傑
作
国
宝
「
楓

石
川
県
七
尾
美
術
館
の
開
館
二
十
周
年
を
迎
え
て

七
尾
市
長
　
不
嶋
　
豊
和
　

　

故
池
田
文
夫
氏
（
昭
和
59
年
七
尾

市
名
誉
市
民
に
推
挙
）
の
蒐
集
美
術

品
１
２
５
点
の
寄
贈
に
よ
り
、
市
民

の
間
に
美
術
館
建
設
の
気
運
が
高

ま
っ
た
の
が
、
今
か
ら
27
年
前
の
昭

和
63
年
５
月
の
こ
と
で
し
た
。
翌
年

５
月
の
美
術
館
建
設
準
備
委
員
会
発
足
は
、
市
民
の
熱
意
に
よ
る

も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
建
設
委
員
会
へ
の
改
組
、
美
術
館
企
画
運
営
委
員
会

の
発
足
を
経
て
、
県
の
協
力
の
も
と
平
成
６
年
７
月
に
美
術
館
が

完
成
。
同
年
10
月
に
石
川
県
立
美
術
館
館
長
で
あ
る
嶋
崎
丞
氏
を

館
長
に
お
招
き
し
、
名
実
と
も
に
石
川
県
七
尾
美
術
館
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。

　

眼
下
に
七
尾
湾
を
望
み
、
緑
豊
か
な
丘
陵
地
に
建
て
ら
れ
た
美

術
館
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
館
内
に
は
講

演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
に
使
用
で
き
る
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
や
多
く
の

方
々
の
作
品
発
表
の
場
と
な
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
備
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
美
術
館
が
開
館
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
展
覧
会
に

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
と
「
長
谷
川
等
伯
展
」
が
あ
り
ま
す
。

　

池
田
氏
の
多
岐
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
氏
の
造
詣
の
深

さ
を
感
じ
さ
せ
、
そ
し
て
、
七
尾
に
生
ま
れ
た
桃
山
時
代
の
画
聖

等
伯
は
、「
等
伯
展
」
に
よ
り
、
市
民
に
身
近
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
偉
大
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

毎
年
の
開
催
は
無
謀
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
「
等
伯
展
」
が
、
七

尾
美
術
館
の
熱
意
に
よ
り
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
美
術
品
に
接
す
る
機
会
を
市
民
に
提
供
し
、
芸
術

文
化
の
拠
点
と
な
る
美
術
館
を
目
指
し
た
開
館
以
来
、
20
周
年
を

迎
え
た
現
在
も
そ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
真
摯
な

姿
勢
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

平成11年「国宝楓図を中心に」展　会場風景

平成７年４月28日（金）　開館記念式典の様子



　《第１期》平成27年７月４日（土）～８月２日（日）
　《第２期》平成27年８月８日（土）～９月13日（日）

855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第81号（春号）

平成24年度 春の展覧会予定

2015

4
APRIL

◆
4
月
～
6
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

5
MAY

6
JUNE

◎次号・第82号（夏号）は７月１日発行予定です。

飛行機……のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津JCT又は「能越自動車道」七尾城山ICより約15分
タクシー…JR七尾駅から約５分　　             徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」（１時間に２便  約10 ～ 15分）
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から等伯ルート（西回り）「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」（１日４便  約10分）
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津JCT）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：能越自動車道
　（七尾IC）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田IC）

至：のと里山海海道
　（上棚矢駄IC）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
能
越
自
動
車
道

　 

（
七
尾
城
山
IC
）

能登食祭市場

七尾市役所
小丸山城趾公園

総合市民
体育館

能登総合病院

小丸山南七尾美術館前

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口

２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159

249 249

160

P

◆第１・2展示室　開館20周年記念展

「新寄附作品初公開！―池田コレクションの名品」
　「池田コレクション」は、七尾市出身で岐阜県大垣市を拠点に活躍した実業家・池田文夫氏（1907 ～ 87）が蒐
集した美術工芸品。岐阜県ゆかりの茶陶をはじめとした幅広い作品によって構成される、日本情緒豊かなコレク
ションです。池田氏の没後、七尾市に最初の寄附が行われ当館開館のきっかけとなり、その後現在に至る20年間
にわたって所蔵品の「顔」として重きをなしてきました。
　その「池田コレクション」に今回、開館20周年を記念して新しい仲間が加わりました。
池田氏ご遺族のご厚意により追加ご寄附いただいた新たな作品は、九谷や唐津といっ
たやきものや近現代作家による工芸作品、そして絵画などをあわせた83点。「池田コレ
クション」はこれで合計287点となり、さらに充実のラインナップとなりました。
　そこで本展では、新寄附作品を一挙に初公開。会期を２期に分け、従来の「池田コ
レクション」からも一部の作品を加えるかたちで、それぞれ珠玉の名品を紹介いたし
ます。
　いずれも得難い貴重な品々を、ぜひこの機会にご鑑賞ください。

※掲載作品は全て新寄附の「池田コレクション」です。

割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの

「FREESPOT」をご利用頂けます。

■
■■■■■

■■■■■
■
■

■■■■
■
■
■
■■

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

「色絵金襴手角皿　小野窯」 「信楽水指　銘腹鼓」

「三島本地絵巻」（部分）土佐光起

「元明清大家臨写画帖」(部分)
　　　　　　　　　　中林竹洞


